
森と共に地域の力で

未来を創る



はじめに
岡崎市は2020年 7月に「SDGs 未来都市」に選定され、「岡崎市 SDGs 未来都市計画書」を策定しました。

SDGsとは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、2030年までに持続可能でよ

りよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」

ことを誓っています。

国の脱炭素社会実現の方針を受け、岡崎市では、2050年のゼロカーボンシティの実現に向けて、市域の地域特

性、自然環境、産業構造など総合的に勘案した快適な生活空間の形成や地域経済の活性化につながる取り組みを

推進しています。森林そのものや森林資源・森林空間の活用が様々なSDGsに貢献し、森林の整備・保全に還元

されるという大きな循環につながっています。

森林をはじめとする河川や水源地など豊富な自然資源を有する岡崎市において、SDGs 及びカーボンニュートラルを

学ぶ機会や、それに対して企業などがどのように取り組んでいくかを具体的に考える契機を段階的に提供し、本質

を理解し、活動していく人材を育てる取り組みとして、2021年より3年間 SDGsセミナーを運営してきました。

初年の2021度は、グローバルとローカルの両面からSDGsについて学ぶ学習会を開催しました。

※講師の肩書はセミナー開催時のものです

佐藤真久氏（東京都市大学教授）
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第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

「SDGsの本質と企業が取り組む意義」

「SDGsと消費行動」

「SDGsと地域経済」

「SDGsと消費行動」

「SDGsの実践に向けて」

（事例紹介とグループディスカッション『地域の  

資源を生かして地域活性化に貢献するには』 ）

講師 テーマ



2022年度は、前年度セミナーで SDGsの本質や地域経済循環の効果を学んだ参加者を対象に、具体的に森林資

源をどのように有効活用しビジネスに活かすかを学ぶ機会（アイデア、関係づくりの場等）および参加企業間の有

機的なつながりを持つきっかけとなる機会として講演とワークショップの2部構成のセミナーを全4回実施しました。

2023 年度は、機運が高まりつつある森林×SDGsの取り組みを全市的に展開するべく、市内の先進企業の取り組

み事例を共有し、参加者同士がSDGs 推進に関する情報収集や意見交換、課題相談できる場を提供しました。

「岡崎市におけるSDGs 推進事例集」は2023 年度 SDGsセミナーに参加した企業のSDGsの取り組みをまとめた

ものです。事例集をきっかけにSDGsの取り組みが広がっていくことを期待しています。

*くらしの杜クリニック（岡崎市羽根町字若宮 30-1）第 5回あいち木づかい表彰最優秀賞受賞施設

*岡崎信用金庫城下町支店（岡崎市上六名2-8-8）第 1回あいち木づかい表彰優秀賞受賞施設

※講師の肩書はセミナー開催時のものです

SDGsとは、2015 年 9月国連で採択された「持続可能な開発目標」です。「誰一人取り残さない」という理念のもと、

「世界の貧困をなくす」「持続可能な世界を実現する」ことを目指した、2030年を達成期限とする17のゴール、

169のターゲット、および、その進展を評価するための指針を持つ包括的な目標です。

SDGsとは？

江口則和氏（人間環境大学　講師）

小原淳氏（西三河林材団体連合会　会長）

小串重治氏（グリーンフロント研究所株式会社　代表取締役）

木質化の取り組みと木材の具体的な利用方法として、くらしの杜クリニック*、岡崎信用金庫

城下町支店 *を小原淳氏 の解説とともに見学

第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

「森林・林業の現状と課題」

「森林整備の重要性」

「企業と森林とのつながり」
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